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1　ま　え　が　さ

水田における有機物源としては，堆肥が最も望ましいが・

近年．労力的にも作付体系の面からも困難なところがあり・

稲わらの鋤込みが一般化していろ。更に稲わらの腐熟促進

技術の一つとして土壌改良資材の併用が行われていろ。そ

こで稲わらや土壌改良資材の連用による水田土壌の諸性質

の変化が予想される〇本報では・稲わらを3年連用した水

田土壌のセルロース分解能を測定し，検討したのでその結

果を報告する。

2　試　験　方　法

試験場所　福島県農業試験場

供試土壌　細粒灰色低地土，灰褐系，緒方統

供試作物　水稲ササニシキ

区の構成（表1）
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セルロース分解能の測定法

500舶零ガラス容器に一定量の土壌を充てんし，濾

紙をサランメッシュで包んで土壌に埋没した。湛水条

件で．25℃4週間インキュベートして濾紙の減少率を

測定してセルロース分解能とした。

3　眈　験　結　果

lll　収量の推移

3か年の水稲の収量は，堆肥区が最も安定多収であり・

稲わら単用区は，2年目まで低下したが，3年目には・三

要素区を上まわった。土壌改良資材の併用は2年目まで効

果があろが，3年目は判然としなかった（表2）。
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（2）跡地土壌の微生物相及びセルロース分解率

全菌数は堆肥区でやや増加したが，稲わら施用区では減

少した。セルロース分解菌は，堆肥，稲わらいずれも減少

し，特に稲わら単用区では三要素区の鳩に減少した。しか

し稲わらに土壌改良資材を併用することにより堆肥と同程

度に増加した。セルロース分解率は，三要素区22・6％に対

して稲わら単用区は20．5％に低下した。しかし石灰窒素，

珪カル，溶燐併用区は29．1％の分解率となり，稲わら車用

に対して約40％向上した（表3）。

表3　微生物相及びセルロース分解率
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（31土壌有機物組成

稲わら単用区のセルロースは初期（6／30）240mク／100才・

後期（9／8日95昭／10膵含まれており，最も分解が遅れて

いる。後期（9／8）の土壌改良資材併用区のセルロ‾ス含量

は，三要素区と同程度に減少した（図1）。
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図1　土壌有機物組成
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14）室内試験

以上の圃場試験の紆架を確認するために室内試験を行っ

た。区の構成は表4のとおりであろ。

調査方法は，500舶零ガラス容器に一定韻の土壌と各資

材を充てんして湛水条件で25℃4週間プレインキュベート

後pIi，Eh6，二価鉄及び微生物相として糸状菌，放線菌．

細菌，セルロース分解菌を測定した。その後濾紙を埋没し

て，史に25℃で4週間インキュベートしてセルロース分解

率を測定した（表5）。

糸状菌は稲わら＋土壌改良資材区で∴無添加区の鳩に減

少した。放緑菌．細菌は区間差が小さく，各処理による影

響はほとんどみられない。セルロース分解菌は，熱水抽出

液添加区，及び稲わら＋土壌改良資材区で著しく増加した。

セルロース分解率は無添加区の33．0％に対して，稲わら区

表5　室内試験の結果

義4　区の構成

1．無添加

2．＋稲わら

3．＋稲わら熱水抽出液

4．＋稲わら熱水抽出残廼

5．＋稲わら熱水処理（3＋4）

6．＋稲わら十石灰窒素＋珪カル＋潜燐

7．＋堆肥

8．＋もみがら

注：添加量違

稲わ　ら（100毎／8）
堆　　肥（100吻／8）

もみがら（100昭／a）

石灰窒素（20噂／a）
珪カ　ル（160晦／a）

潜　　燐（40吻／a）
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では26．1％に低下した。しかし稲わら熱水抽出液区では，

51．0％の分解率を示し．稲わらの易分解性成分がセルロー

ス分解に大きく寄与していると推察される。また堆肥，も

みがらは，稲わらと異なり．セルロース分解率が向上した。

なかでも堆肥は土壌微生物相に及ぼす影響が最も少なく，

無添加と同様の微生物相であった。

4　　ま　　と　　め

稲わら連用水田におけるセルロース分解能を濾紙を用い

た方法で検討した。稲わら単用ではセルロース分解能が低

下するが，土壌改良資材の併用で改善された。特に石灰窒

素，珪カル，潜燐の併用は最も効果があった。このことは

土壌中のセルロース含量と良く一致した。また室内試験に

おいても同様の結果が得られて，土壌改良資材の併用が，

セルロース分解に有効であることが確認された。
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